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西暦 2020年 8月 22日作成  第 1版  

研究課題名 遺伝性クロイツフェルト・ヤコブ病患者の脳波および脳MRI所見についての検討 

研究の対象 

2008 年 1 月～2020 年 8 月の間に、横浜市立大学附属病院または横浜市立大学

附属市民総合医療センターで遺伝性クロイツフェルト・ヤコブ病（gCJD）と診断さ

れた患者さんのうち、プリオン蛋白遺伝子検査により V180I変異またはM232R変

異が確認された方を対象とします。 

研究目的 

・方法 

遺伝性 CJDの全容は未解明です。当院または附属病院で診断された患者の臨床病期

と脳波所見および脳 MRI 所見の関係についての検討を行い、早期診断および早期治

療法の開発に努めます。診療録から情報を収集しますので、治療に影響を与えること

や、ご負担になるようなことはありません。 

研究期間 西暦 2020年 10月 30日（許可日） ～ 西暦 2025年 9月 30日 

研究に用いる 

試料・情報の 

種類 

以下の項目を診療録から収集します。 

1) 患者基本情報：年齢、性別、プリオン蛋白遺伝子、臨床病期 

2) 脳波 

3) 脳MRI 

4) MMSE（ミニメンタルステート検査） 

外部への 

試料・情報の 

提供 

共同代表機関へ情報を提供する際は、匿名化された情報のみを紙媒体または電子媒体

として郵送またはパスワード付きで電子的に配信します。配信された情報は適切な場

所での施錠またはインターネットから独立したコンピュータ上で、本研究の終了につ

いて報告された日から 5 年を経過した日、又は本研究の結果の最終の公表について

報告された日から 3年を経過した日のいずれか遅い日まで適切に保管されます。 

外部からの 

試料・情報の 

取得と保管 

該当しません。 

研究組織 
研究代表機関：横浜市立大学附属病院脳神経内科・脳卒中科 宮地洋輔 

共同研究機関：横浜市立大学附属市民総合医療センター脳神経内科 岸田日帯 
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本研究に関するご質問・ご相談等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 

ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内で、研究計画

書及び関連資料を閲覧することが出来ますので下記連絡先まで電話または FAXでご連絡下さい。 

また、試料・情報が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患者さんの代理人の方に

ご了承いただけない場合には研究対象といたしませんので、下記の連絡先までご連絡ください。その

場合でも患者さんに不利益が生じることはございません。 

問合せ先および研究への利用を拒否する場合の連絡先： 

〒236-0004 横浜市南区浦舟町 4-57 

横浜市立大学附属市民総合医療センター 脳神経内科 （研究責任者）岸田日帯 

電話番号：045－261－5656（代表） FAX：045－231－1846 

 


